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ータベースを用いて、札幌市内の 100 床以上を有する特養 48 施設を抽出した。研究協力
が得られた 19施設（承諾率 39.6％）の介護職 630人を対象とし、2012年 10月に自記式
調査票を用いた郵送法調査を実施した。調査票は、基本属性、看取りに対する態度、うつ
傾向、コミュニケーションスキルなどで構成した。看取りに対する態度の測定は、日本語
版 The Frommelt Attitudes toward Care of the Dying Scale（FATCOD-B-J）の短縮版を
用いた。FATCOD-B-J は中井ら（2006）によって妥当性が確認されており、点数が高いほど看
取りに対する態度が前向きであることを示す。コミュニケーションスキルの測定は藤本ら（2007）の
ENDCOREs（abbreviation of encode、decode、control、and regulation）を用いた。点数が
高いほどコミュニケーションスキルが高いことを示す。本研究は FATCOD-B-J の中央値を用い





回答が得られた 253 人について解析を実施した（回収率 40.2％）。対象は、女性が 186
















































営するデータベースを用いて、札幌市内の 100 床以上を有する特養 48 施設を抽出した。
研究協力が得られた 19施設（承諾率 39.6％）の 630人を対象とし、2012年 10月、2013





における看取り経験群（EE: experienced end-of-life care group）と看取り未経験群（IE: 
inexperienced end-of-life care group）に分類し、EE と IEの FATCOD-B-Jの経年変化の
比較を行った。コミュニケーションスキルは、対象者を ENDCOREs の中央値を用いて高群





 回答が得られた 253人（回収率 40.2％）のうち、研究期間に計 3回行った調査で完全回
答が得られた 170 人を解析対象者とした。対象は、女性が 123 人（72.4％）、年齢は 38.3±
10.5 であった。EE と IE の FATCOD-B-J の変化のパターンは異なっていた（df=2, F=3.35, 
P<.05）。EEのFATCOD-B-Jは、2014年では看取り経験群に比べてFATCOD-B-Jの点数が
高かった（P<.01）。2012年のベースライン時において、EEは IEに比べ、年齢が若く（P=.04）、
介護職としての経験が長かった（P<.001）。EE は IE に比べ、介護福祉士資格保有率は、2012
年（P<.001）、2013年（P<.01）において高かった。また、2012年のみ、施設の看取り方針の理解
が高く（P<.01）、施設内研修に参加した者の割合が多かった（P=.02）。HSC と LSC の
FATCOD-B-Jの変化のパターンには差がなかった（df=2, F=0.17, P=.85）。HSCは LSC と比
べ、3 回の調査すべてにおいて FATCOD-B-J の点数が高かった。2012 年のベースライン時に
おいて、HSC は LSC と比べ、年齢が若く（P=.04）、介護職としての経験が短かった（P<.05）。
HSCは LSC と比べ、介護福祉士資格保有率が 2014年（P=.02）において高かった。 
【考察】 
 EE の看取りに対する態度の変化は IE と異なっていた。EE の看取りに対する態度は
年々向上し、2014年は IEと比較し高かった。看護師を対象とした先行研究において、終
末期の患者への関わりが多い看護師は、看取りに対する態度が積極的であった報告があ
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論文 1） Factors Influencing Attitudes toward End-of-life Care by Care 




論文 2 ）Factors Influencing Attitudes toward End-of-life Care by Care 
workers at Special Nursing Homes for the Elderly: A Longitudinal Study in 
Japan 
特別養護老人ホームにおける介護職の看取りに対する態度に影響を及ぼす要
因：日本における縦断研究 
結果の要旨 
今回の研究は、特別養護老人ホームの介護職の看取りに対する態度に影響を及ぼす要因
を横断研究と縦断研究で検討した。横断研究の結果、介護職の職業経験年数の長さと他者
受容のコミュニケーションスキルの高さは、看取りに対する消極的な態度に対するリスク
低減の要因であった。また、縦断研究により、看取りの経験は看取りに対する態度を変化
させる要因であった。本研究結果は、看取りに関する研修を構築する際に有用な知見を示
唆していると考えられる。今後の研究の発展性として、看取りに関する知識や技術の教授
に加え、看取りの経験を擬似的に体験するプログラムを構築することで、より効果的に看
取りに対する前向きな態度を涵養し得ると考える。 
論文審査において、今回の研究が博士（医学）の学位授与に値すると審査委員全員に認
められた。 
 
 
 
